
 

 

 

 

 

 

 

１１月１４日（金） 
 

 学級 授業者 単元名・題材名 

公開授業１ 

13:00～ 
４年１組 反中美紗代 

せんりつの重なりを感じ取ろう 

「パレード ホッホー」 

公開授業２ 

14:00～ 
１年１組 水口さゆり 

がっきとなかよくなろう 

「シンコペーテッド クロック」 

 
 

 

 

音 楽 



第４学年音楽科題材指導計画 「６．せんりつの重なりを感じ取ろう」（全９時間） 

 

 

【題材の目標】 

(1) 
曲想と音の重なりなどの音楽の構造との関わりについて気付くとともに、思いや意図に

合った表現をするために声や音を合わせて演奏する技能を身に付ける。 

(２) 

音の重なりを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、

どのように表現するかについて思いや意図をもったり、曲や演奏のよさなどを見いだしなが

ら曲全体を味わって聴いたりする。 

(３) 
音の重なりに興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に表現及び鑑賞の学

習活動に取り組もうとしている。 

 

 

 

【評価規準】  

本題材の学習において、児童の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 〔音の重なり〕 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・曲想及びその変化と、旋律や

音の重なりなどの音楽の構造

との関わりについて気付いて

いる。              【知識】 

 

・思いや意図に合った表現をす

るために必要な、互いの音や

副次的な旋律、伴奏を聴い

て、声や音を合わせて演奏す

る技能を身に付けて演奏して

いる。              【技能】 

音の重なりを聴き取り、それ

らの働きが生み出すよさや面

白さ、美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え、曲の

特徴を捉えた表現を工夫し、ど

のように演奏するかについて思

いや意図をもったり、曲や演奏

のよさなどを見いだしながら、

曲全体を味わって聴いたりして

いる。 

音が重なる面白さや美しさを

感じ取りながら歌ったり、聴いた

りする学習や友達と音を合わせ

て表現する学習に興味をもち、

音楽活動を楽しみながら主体

的・協働的に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【指導計画】   

 

次 時 ●ねらい ◯学習内容 ・学習活動 
評価の観点 

知・技 思 態 

第

一

次 

●『オーラ リー』でリコーダーの音が重なり合って生まれる響きの美しさを味わいながら二部

合奏をする。 

１ 

・

２ 

◯旋律の特徴を捉えて、主な旋律と副次的な旋律を演奏する。 

  ・旋律の特徴の違いを感じ取り、フレーズ、息の流れを意識して

リコーダーを演奏する。 

◯サミングの仕方を確認して練習する。 

・息やタンギング、指の動かし方を練習する。 

 

－ 

 

３ 

◯音色や音のバランスを工夫し、旋律が重なり合う美しさを感じ

取りながら二部合奏をする。 

・グループごとに二部合奏の表現を工夫する。 

◎ 

 

 

第

二

次 

●特徴の違う二つの旋律が重なり合うことで生まれる面白さを感じ取りながら、歌ったり鑑賞

したりする。 

４ 

◯『パレード ホッホー』のアとイの旋律の特徴の違いに気付き、

その違いを表現する。 

 ・アとイの旋律の特徴の違いに気を付けて歌う。 

 

 

 

５ 
本

時 

・二つの旋律の特徴を生かして、互いの声を聴き合いながら重 

ねて歌う。 ◎   

６ 
 

◯『ファランドール』の特徴の違う二つの旋律が重なり合うことで

生まれる面白さを感じ取りながら聴く。 

・『ファランドール』の二つの旋律の特徴を聴き取る。 

・二つの旋律が掛け合ったり重なったりするよさや面白さを 

味わって聴く。 

－ ◎  

第

三

次 

●『もみじ』を旋律の重なり方の違いを生かして二部合唱をする。 

７ 

◯歌詞や旋律の重なり方に着目して聴いたり歌ったりする。 

  ・旋律の抑揚を感じながら、主な旋律の歌い方を工夫する。 

・主な旋律と副次的な旋律を聴き、旋律の重なりに気付く。 

   

８ 

◯旋律の重なり方の違いを感じ取って、歌い方を工夫する。 

  ・音程を確かめながら、副次的な旋律を歌う。 

  ・二つの声部に分かれ、旋律を重ねて歌う。 

 

◎  

９ 
◯互いの声を聴き合って二部合唱をする。 

  ・グループごとに表現を工夫し、合唱をする。 ◎ － ◎ 

 

 

         … 指導に活かす評価    ◎ … 記録に残す評価 



 

◼ 教 科：音楽科 ◼ 題 材 名：せんりつの重なりを感じ取ろう 『パレード ホッホー』                （５/９） 

◼ 授業者：反中 美紗代 ◼ 授業学級：４年１組                               （場所：南舎４階 音楽室） 

◼ 本時の「ねらい」 

アとイの異なる旋律を重ねて歌う活動を通して、休符や伸ばす音を拍に合わせたり、相手の旋律を聴き合ったりして歌うことで、声の重なり合う面白さ

や楽しさを感じ取りながら曲想と音楽構造について気付くことができる。                                         【知識・技能】  

◼ 本時に働かせる見方・考え方    二つの旋律の重なり方を考えて、異なる旋律を重ねて歌うと楽しいことに気付く 

時間 ●学習活動     ・児童の姿 「ねらい」にせまるための手立て 

0 

 

5 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

35 

 

 

 

40 

 

 

 

 

45     

●【導入】 既習曲を歌ったり演奏したりする。 

・『パレード ホッホー』 アとイそれぞれの旋律を歌う。 

●【課題化】 課題を確認する。 

・アとイを重ねた演奏を聴き、異なる旋律が重なることに興味をもつ。 

 

 

●重ねるためのポイントを確認する。 

◦拍に合っているか ◦仲間の声（旋律）を聴いているか 

●【学習課題の追求】 小集団で追求・対話 

・グループで追求⇒他のグループとの交流（追求・対話） 

 

 

 

 

 

 

・全体で仲間の演奏を聴き合う。 

 

 

 

●【振り返り】 学習を振り返り、小集団の高まりを表出する。 

・ワークシートを使い、本時を通して高まった演奏を振り返る。 

 

 

  

 

◇研究内容１：「個別最適な学び」 
〇憧れをもたせる課題設定 

アとイの異なる旋律が重なった演奏を聴くことで、憧れや

意欲を高められるようにする。 

〇学習形態の工夫 

音の重なりを感じながら歌いやすくするために、１グループ

１４名程度とする。 

〇既習内容の掲示 

既習曲の旋律の重なり方と比べながら考えることができる

ようにする。 

〇十分な活動時間を確保する。 

 

 
 
◇研究内容２：「協働的な学び」 
〇対話の視点を示すことで、見方・考え方を働かせながらグ

ループでよりよい演奏を追求することができるようにする。 

 

 

 

 

板書計画 

 

【対話の視点】 

感じたことの理由を楽ふから見つけよう。 

課
題
化 

小
集
団
で
追
求
・
対
話 

確
か
め
る 

アとイのせんりつを重ねて歌ったらどんな感じがするだろう。 

【目指す子どもの姿 （評価）】 

「さいしょは、アとイのせんりつが重なっていなかったけれど、拍に合わせて歌ったり仲間の声を

聴いたりして歌ったら、せんりつが重なって、にぎやかなパレードの様子になって楽しかったよ。」 

「楽譜を見たら同じリズムや音で重なるところとちがうリズムで重なっているところがあり、二つの

ちがうせんりつが重なるとより楽しい感じがしたよ。」 

アとイの同じリズ

ムのところが重

なると気持ちい

いな。 

 

アのせんりつが

休符(  )の時 イ

は歌っていておも

しろいな。 

最後、同じ音で

のばすから落ち

着く感じがした

よ。 

 

イのせんりつがのばしている

音の時、アのせんりつは細か

いリズムになっていてにぎや

かな感じがするよ。 

 

導
入 

 

「二つのちがうせんりつが重なると、ア（イ）のせんりつだけで歌うより楽しかったよ。」 

「二つのせんりつが重なると、聴いていても楽しいパレードの様子が伝わって楽しかったよ。」 

振
り
返
り 



第１学年音楽科題材指導計画 「７．がっきと なかよく なろう」（全９時間） 

 

 

【題材の目標】 

(1) 
曲想と音色などの音楽の構造との関わりについて気付くとともに、思いに合った表現を

するために必要な技能を身に付け、歌ったり演奏したり音楽をつくったりしている。 

(２) 

楽器の音色を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、どのように表すかについて思いを

もったり、曲や演奏の楽しさを見いだし、音楽を味わって聴いたりする。 

(３) 
打楽器の音色や演奏の仕方に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に

表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。 

 

 

 

【評価規準】  

本題材の学習において、児童の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素〔音色〕 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・曲想と音色などの音楽の構造

との関わりについて気付いて

いる。              【知識】 

 

・思いに合った表現をするため

に必要な、音色に気を付けて、

演奏したり音をつなげたりする

技能を身に付けて演奏してい

る。               【技能】 

 

楽器の音色を聴き取り、それ

らの働きが生み出すよさや面

白さ、美しさを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え、どの

ように表現するかや、どのよう

に音を音楽にしていくかについ

て思いをもったり、曲や演奏の

楽しさを見いだし、音楽を味わ

って聴いたりしている。 

打楽器の音色や演奏の仕

方に興味をもち、音楽活動を

楽しみながら主体的・協働的

に器楽や音楽づくり、鑑賞の

学習活動に取り組もうとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【指導計画】  

 

次 時 ●ねらい ◯学習内容 ・学習活動 
評価の観点 

知・技 思 態 

第

一

次 

●『おとさがし』で楽器の音色と演奏の仕方との関わりに気付く。 

１ 

◯演奏の仕方によって音色の変わるよさや面白さ、美しさや面白

さを感じ取る。 

・様々な演奏の仕方を試し、一つの楽器からいろいろな音色を

見つける。 

・選んだ楽器で、いろいろな演奏の仕方を試しながら、気に入っ

た音を探して友達に紹介する。 

－ 

  

●『さがしてみよう ならしてみよう』の歌詞の内容に合う音色を工夫し、打楽器を演奏する技

能を身に付ける。 

２ 

◯歌詞の内容に合わせて打楽器の音色を生かした表現を工夫

する。 

 ・音楽の感じや歌詞に合う楽器の音や演奏の仕方を見つける。 

  

 

３ 

◯前時の学習を基に、拍にのって演奏したり自由に気に入った音

を鳴らしたりする。 

・鳴らす順番を決め、演奏の仕方を工夫しながら、どのように表

現するかについて思いをもつ。 

 ◎  

４ ・演奏の仕方に気を付けながら、歌に合わせて演奏する。 ◎ －  

第

二

次 

●『え から うまれる おんがく』での音遊びを通して、音楽づくりの発想を得る。 

５ 
◯絵や擬音語に合う音を楽器で表現する。 

・絵や擬音語から想像される楽器の音を探し、紹介し合う。 
－ 

 
 

６ 
・音のつなげ方を工夫し、どのように音を音楽にしていくかにつ

いて思いをもつ。 

 
◎ 

 

７ 
・反復や呼びかけとこたえを用いて、簡単な音楽をつくり、発表

して聴き合う。 
◎ －  

第

三

次 

●様々な曲の曲想と音色などの音楽の構造との関わりについて気付く。 

８

本

時 

◯ウッドブロックやトライアングルが活躍する『シンコペーテッド 

クロック』を聴き、打楽器の音色の豊かさを味わって聴く。 

・曲想と楽器の音色との関わりに気付く。 

・曲や演奏の楽しさを見いだし、曲全体を味わって聴く。 

 

◎  

９ 

◯前時の学習を基に『そりすべり』『おどる こねこ』を聴き、様々

な楽器の音色の豊かさを味わって聴く。 

・曲想と楽器の音色との関わりに気付く。 

・曲や演奏の楽しさを見いだし、曲全体を味わって聴く。 

◎ － ◎ 

 

         … 指導に活かす評価    ◎ … 記録に残す評価 



 

◼ 教 科：音楽科 ◼ 題 材 名：がっきと なかよく なろう 『シンコペーテッド クロック』               （８/９） 

◼ 授業者：水口 さゆり ◼ 授業学級：1年 1組                           （場所：北舎１階 １年１組教室） 

◼ 本時の「ねらい」 

曲にある打楽器の音色を聴く活動を通して、聴こえる打楽器の音色によって感じ方が違うことの面白さを感じ取り、楽器の音色のよさや面白さを見い

だしながら曲全体を味わって聴くことができる。                                                  【思考・判断・表現】 

◼ 本時に働かせる見方・考え方    聴き取った音と思い浮かべた様子をつなげて聴く 

時間 ●学習活動     ・児童の姿 「ねらい」にせまるための手立て 

0 

 

4 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 

 

 

 

38 

 

 

 

45 

●【導入】 既習曲を歌う。 

・『さがしてみよう ならしてみよう』を歌う。 

●【課題化】 課題を確認する。 

・使われている打楽器を見て、どんな音が聴こえて、どんな様子が思い浮かぶか考えながら曲全体を聴く。 

 

 

●【学習課題の追求】 曲を聴き、課題を追求する。 個人追求⇔小集団で追求・対話 

・自分が思い浮かべたものになったつもりで曲を聴く。 

聴こえた音 （楽器）  様子 

カッコッカッコッ 

ウッドブロック 

時計（針）が動いているよ。 

馬が歩いているよ。 

カッコッカコ 

ココカッコ 

時計（針）が止まったり、動いたりするよ。 

馬が転んじゃったみたい。 

馬がスキップしているみたい。 

チリリリリリ  リリリリリリ トライアングル ベルが何回も鳴っているよ。 

カンカン ピュー 

コンコン ヒュー 

カウベル 

スライドホイッスル 

何かがぶつかって落ちちゃったみたい。 

何かが飛んでいったみたい。 

・聴こえた音と思い浮かべた様子を、身体を動かしながら曲全体を聴く。 

 

 

 

 

●【振り返り】 学習を振り返り、自分の高まり（『きょうの にじいろ』）を表出する。 

・様々な打楽器の音を聴いた感想と自分の高まりを録音して残す。 

 

 

 

 

◇研究内容１：「個別最適な学び」 
○憧れをもたせる課題設定 

   最初に曲全体を聴き、どんな様子が頭に浮かんだか

を話す場を設け、曲に興味をもたせる。 

○主体的に課題を追求できるようにするために、個の意

識に応じて自由に追求方法を選択できるようにする。 

・自分で繰り返し聴く  ・仲間に相談する  ・先生に聞く 

・追求方法で困った児童には、聴かせたい箇所を示して聴くように促す 

○教材・教具の工夫 ICT機器（メタモジ）の活用 

音源を配布し、自分のペースで聴くことができるようにする。 

○学習環境の工夫 十分な活動スペースの確保 

選んだ追求方法で自由に動くことができるようにする。 
 
◇研究内容２：「協働的な学び」 
○対話の視点を示すことで、見方・考え方を働かせなが

ら追求することができるようにする。 

 

 

 

○追求状況に応じて中間研究会を位置づける。 

  音と様子を結び付けて聴いている姿を認め、広める。 

板書計画 

 

【対話の視点】  

おとと ようすを つなげて はなそう。 

課
題
化 

確
か
め
る 

 どんな おとから、どんな ようすが おもいうかぶかな。 

【目指す子どもの姿 （評価）】 

「△△さんに おしえて もらって、 うまが あるいている みたいな ウッドブロックの おとを みつけたよ。」 

「わたしは ウッドブロックの おとが うまが ころんだみたいって おもったけど、△△さんは スキップしたみたいって いっていたよ。」 

個
人
追
求⇔

小
集
団
で
追
求
・
対
話 

導
入 

「カッコッカッコッっていう おとが とちゅうから とまったりうごいたりしたから、とけいが とちゅうで とまったり うごいたりしたみたいだよ。」 

「うまが カッコッカッコッって あるいていたら、 とちゅうで ころんじゃったみたいだよ。」 

「チリリって ベルが なんかいも なったあとに カンカン ピューって なったから、さいごに なにかが とんじゃったみたいで おもしろいよ。」 

振
り
返
り 


